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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

パロマ、リンナイ、松下、不二家といった有名企業による不祥事が後を絶たない。この

ような不祥事により、多くの人々に優良ブランドとして支持されてきた歴史のある大き

な企業でさえも、一瞬にしてその企業のブランド価値が破壊されてしまうという現象が

起きている。  

そこで本研究では、企業のイメージや理念（アイデンティティ）といったものが、コ

ーポレート・レピュテーション（企業評判）とどのような関係を持っているのかという

ことについて、コーポレート・レピュテーション（企業評判）を中心とする関連領域に

関する先行研究をレビューした上で、上記変数間の相互作用関係のメカニズムに関する

実証的な研究を行った。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

 コーポレート・レピュテーション（以降「企業評判」）に関する研究の歴史は、諸学問領域との関

係により構築されてきた歴史であると言える。現在までに、企業評判の研究は様々な学問

領域において着手されており、それぞれの領域で独自の解釈による研究がなされてきた。

この概念についての学術的な研究対象として、初めに登場したのはマーケティング領域で

あると言われている。特に 1970 年代後半から 1980 年代中頃までは、企業評判を消費者行

動に係わる要素として位置付けて展開する研究が数多くなされた。また同時に、企業評判

をチャネル間の関係性構築のための重要な要素として捉えた研究もなされている。また同

時期にかけて、評判に対する企業の戦略的な行動を説明する、あるいはこれを基準として

企業のタイプ分けを行うというような観点から、経済学的な観点からの研究もなされた。

主としてミクロ経済学のゲーム論において、評判の役割というものを検討している研究な

どが見られる。  

 1980 年代中頃から後半にかけては、上記の経済学的観点と同時に、これと密接に関係

する戦略論的な観点からの研究も現れた。戦略家にとっての評判とは資産であり、移動障

壁（ Caves and porter,  1977）でもあるという定義から、確立された評判は動かすことが

出来ず、模倣することも困難となる要素であるために、企業はこの要素を構築することに

より、結果的に莫大な収益を生み出すことになるという戦略的な要素として注目されたの

である。組織論的な観点からは、企業評判のような要素は、結果的に自社の立ち位置を定

義することのみならず、主要なステークホルダーとの相互対応 のための戦略を調整する要

素になるといった見解が示されている。  

 以上、過去から現在までの企業評判に係る先行研究動向に関するレビューを行ってきた

が、これまでの既存研究から導かれた事実として、企業評判というものは様々な学問領域

にまたがって議論される複合的な要素であり、現在では企業が持続的に自社のブランドを

維持、管理していくための必要不可欠な要素となっているということである。またそれは

決して一朝一夕には形成されないため、企業は意識的かつ戦略的に取り組むべきものであ

ると言える。昨今の国内における企業不祥事や事故など により、大手企業が相次いでブラ

ンド破壊に追い込まれるケースを見ても分かる通り、世の中の動きを鑑みても企業評判の

低下は、企業のブランドを失墜させると考えることに異論はないであろう。  

 企業の評判というものが関係する領域は非常に広範であり、特に企業の社会的責任やス

テークホルダーとの関係性などの領域も包括して議論されなければならない。なぜなら評

判というものは、企業が自らを取り巻く外部環境の中で、どのようなポジションに置かれ

ているのかということから形成される要素だからである。これを考える上では、企業とし

ての根源的な役割や存在ということから深く問い直すことが必要となり、結果として複合

的な領域からの検討を余儀なくさせることになるのである。  

 つまり企業評判というものは、かつての企業活動における一つの機能であるマーケティ

ングの領域において注目された「戦術的な要素」という位置付けから、現在ではコーポレ

ート・ブランドの構築に影響を与える「戦略的な要素」への位置付けへと変化してきてい

るということが考えられる。上記の企業評判研究の系譜を辿れば、企業にとっての評判と

いうものは、常に時代の変遷における企業行動の中に位置付けられてきたと いうことは明

らかである。商品を大量に生産し販売することが重視されていた大量生産志向の時代にお

いては、マーケティング論的な観点から必要となる要素として注視され、また市場に競合

が増えた結果、企業としてのポジショニングを築くための行動を決定するという戦略論的

な観点からの要素として注視されるようになった。  

 そしてさらには、尐量多品種生産志向の時代における企業の顧客ニーズ志向により、コ

ーポレート・ブランドを形成していくために必要となる要素として認識された結果、コミ

ュニケーション論の観点からも注視されるようになった。また企業の財務的な側面におい

て も 財 務 業 績 と の 関 係 性 が あ る た め に 重 要 な 要 素 で あ る と い う 認 識 も 加 わ っ て 、 企 業 財

務・会計学的な観点からも注視されるようになり、遂には企業活動の評価部分である「業

績」に影響を与える重要な要素として捉えられるに至ったのである  
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研究成果の概要 つ づ き  

 そして現在の企業不祥事が多発する世の中においては、これまであまり問われること

が無かった、環境に対する企業の対応というものが、ステークホルダーから直接的に重

視される時代となった。彼らは企業を評価する際に、組織としての ”品格 ”を重視するよ

うになったのである。このような背景を考えると、現在の企業評判への注視は、特に昨

今の企業不祥事の多発という時代的な背景の影響を無視することはできないのである。  

 つまり企業は、自らが構築してきたコーポレート・ブランドを維持・管理するという

ことが最優先の命題となり、企業評判はこれを実現していくための重要な要素となるの

である。このように、外部環境（時代背景、市場・競合・法規・ステークホルダーの動

向）の時代的背景の変化に伴い、企業評判という要素もまた、その機能・役割の変化を

遂げてきたということが言えよう。  

 以上のような先行的な研究の経緯・背景を踏まえ、本研究では、現在の企業活動にお

ける企業評判という要素とその関連諸変数（イメージ・アイデンティティ）との関係に

ついて、定量的な検討を行っている。具体的には、企業評判やイメージ、アイデンティ

ティというものを企業における活動から生成される「無形的な諸要素（見えざる価値）」

の構成要素として捉え、この見えざる価値の評価に影響する企業活動における要素とは、

どのような変数であるのかという構造を設けて、企業評判、イメージ、アイデンティテ

ィの効果に関する客観的な把握と、変数間の影響関係の測定が行えるように分析を行っ

た（実際には企業活動における要素として、上記の変数以外にマーケティング要素等の

企業活動にて生じる項目も質問紙上に設定しアンケート調査を実施している）。  

 統計的手法（重回帰分析）による定量分析の結果としては、全体では各変数間の相関

がある傾向が見られること（特に企業評判とイメージとの相関関係は 0.80 に近く非常に

高い）、そして企業の「見えざる価値」に最も大きな影響を与える変数は企業評判であり、

次いで企業理念（アイデンティティ）、そしてイメージという順に影響を与えていること

などが導かれた。また属性別の分析では、業種別では取得サンプルの都合上あまり特異

な差が見られなかったが、大企業・中企業・中小零細企業という企業分類による企業規

模別の分析では、これらの変数の影響度には明確に差が出るということが確かめられた。

具体的には、大企業においては企業評判やイメージが影響しているが、中企業になると

イメージが強く影響し、自社の製品・サービスに関する要素（性能・品質）が影響する。

また中小零細企業では企業評判が最も影響し、次いで製品・サービス等の要素（広告宣

伝）が影響するという結果が導かれた。  

これらの一連の傾向から企業評判、イメージ、アイデンティティの関係の解釈として、

特に企業の成長ステージの初期においては、企業がステークホルダーから適正な価値評

価を受けるためには、企業評判や初期の段階でアイデンティティとして表出する経営者

の人柄などの要素への評価が重要となり、また中期の成長ステージになるとイメージが

重要となってくる。そして安定期においては、再び企業評判の蓄積が、企業の価値の維

持に繋がる傾向があると推論することができるのではないだろう か。  

 

 以上本研究では、各変数間の相関は確認できるが、特に企業評判とイメージ間の相関

関係が高いということ、そして企業にとっての見えざる価値を形成する構成要素につい

て、現在の企業では、企業評判・イメージ・アイデンティティが重要な要素となってい

ること、またその影響度は、企業規模（大・中・中小企業）によって異なるというファ

クト（事実）を得るに至った。  

以上  
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